
PIDC（台湾）との了解覚書締結

■了解覚書締結の様子

山口県産業技術センターは、プラスチック分野における研究協力のため、令和3年１０月２９日
に、台湾のPlastics Industry Development Center（PIDC）と了解覚書を締結しました。

■了解覚書の概要

【参考】PIDCについて

（１）締結の目的
プラスチック分野における研究協力

（２）締結期間
令和３年１０月２９日（金）から３年間

（３）主な内容
・プラスチック分野に関する技術情報の交換及び共有
・共同プロジェクトの検討

技術交換
プロジェクト検討

山口県産業技術センター

プラスチックの
リサイクル技術等

PIDC

食品容器技術
生分解技術等

台湾のプラスチック分野の研究開発及び国際的な競争力強化を目的として、１９９３年に台湾
経済産業局とプラスチック業界によって台中市に設立された研究開発機関。台湾のプラスチック
業界は98％以上が中小企業であり、単独での研究開発等が困難であるため、PIDCが研究開発及
び技術教育における中心的役割を果たしている。
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